
保険金区分（補償額）の参考数値について  
保険契 約者が 被 災者等 に対し て 使用者 賠償責 任 を被っ た場合 な ど、

不測の事態にも対応できる 保険金区分をご検討ください。  

平成 26 年度から令和 5 年度 (10 年間 )の保険金支払いにお  

いて、災害発生時に関係請負事業所から被災者１人あたりに  

支払われた金額は、平均で  ２，７８２万円  となっています。 

【 R 1 年 度 ～ R 5 年 度 (５ 年 間 )で は 3 , 0 21 万 円 】   

○建設共済保険の保険金の特長  

建設共済保険の保険金は『被災 者補償保険金』 と『諸費用補償 保険

金 』で構成され 、諸費用補償保 険金は被災者等に対する追加的補償は

も ちろんのこと、労働災害に 起 因して保険契約者が負担する諸費用を

最 大 2 ,500 万円まで補償します。  

〔 死亡 災害 発生時 の 保 険金 支払い の流 れ  

保 険金 区分 合計 5 ,000 万円 で加入 〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○保険金区分合計表  

保 険 金 区 分 合 計  
（ 被 災 者 補 償 保 険 金 ）  

（ 諸 費 用 補 償 保 険 金 ）  

1 , 0 0 0 万 円  
( 5 0 0 万 円 )  

( 5 0 0 万 円 )  

2 , 0 0 0 万 円  
( 1 , 0 0 0 万 円 )  

( 1 , 0 0 0 万 円 )  

3 , 0 0 0 万 円  
( 1 , 5 0 0 万 円 )  

( 1 , 5 0 0 万 円 )  

4 , 0 0 0 万 円  
( 2 , 0 0 0 万 円 )  

( 2 , 0 0 0 万 円 )  

5 , 0 0 0 万 円  
( 2 , 5 0 0 万 円 )  

( 2 , 5 0 0 万 円 )  

保

険

金

の

種

類 

死 亡 保 険 金  

1 , 0 0 0 万 円  2 , 0 0 0 万 円  3 , 0 0 0 万 円  4 , 0 0 0 万 円  5 , 0 0 0 万 円  

障 害 保 険 金  
(障 害 1 ,  2 ,  3 級 )  

傷 病 保 険 金  
(傷 病 1 ,  2 ,  3 級 )  

障 害 保 険 金  
(障 害 4 ,  5 級 )  

8 0 0 万 円  1 , 6 0 0 万 円  2 , 4 0 0 万 円  3 , 2 0 0 万 円  4 , 0 0 0 万 円  

障 害 保 険 金  
(障 害 6 ,  7 級 )  

6 0 0 万 円  1 , 2 0 0 万 円  1 , 8 0 0 万 円  2 , 4 0 0 万 円  3 , 0 0 0 万 円  

※  保険金区分につい ては、契約時はもちろんのこと契約期間の途中でも

増額することができます。  

公益財団法人  建設業福祉共済団  

共 

済 

団 

保 

険 

契 

約 

者 

諸 費 用 補 償  

保 険 金  

2 , 5 0 0 万 円  

被 災 者 補 償  

保 険 金  

2 , 5 0 0 万 円  

被 災 者 補 償  

保 険 金  

2 , 5 0 0 万 円  

被

災

者

（

ご

遺

族

） 

※  諸 費 用 補 償 保 険 金 は 、事 故 に

伴 う 企 業 側 の 各 種 経 費 に 使

用 で き る ほ か 、被 災 者 補 償 保

険 金 に 上 乗 せ し て 被 災 者 等

へ の 補 償 に も 使 用 で き ま す 。  


